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事業報告書 

自平成 27 年 4 月 1 日 至平成 28 年 3 月 31 日 

 

Ⅰ 法人の概況 

1.設立年月日 

平成 19 年 3 月 28 日 

 

2.定款に定める目的 

公益財団法人加藤山崎教育基金は、初等・中等・高等教育における基礎教育及び文

化芸術・科学教育をはじめとする教育諸活動への助成、支援を通じ、日本の教育レベ

ルの維持・発展に広く貢献するとともに、我が国の文化芸術及び科学技術の振興に、さ

らには人材育成の促進に寄与することを目的とする。 

 

3.監督機関に関する事項 

内閣府公益認定等委員会 

 

4.主たる事務所の状況 

主たる事務所は、東京都世田谷区喜多見 1-18-6 に置く 

 

5.役員等に関する事項 

■ 理事・監事・評議員 

   平成 28 年 3 月 31 日 

役職 氏名 常勤・非常勤 現職 

理 事 長 山﨑 舜平 非常勤 
株式会社半導体エネルギー研究所 

代表取締役 

理  事 卜部 卓 非常勤 元東京大学地震研究所 准教授 

理  事 小野 元之 非常勤 
学校法人城西大学 理事 

独立行政法人日本学術振興会 顧問 

理  事 北原 和夫 非常勤 
東京理科大学大学院科学教育研究科 

教授 

理  事 榊 裕之 非常勤 豊田工業大学 学長 

理  事 髙木 展郎 非常勤 横浜国立大学 名誉教授 

監  事 久保田 博 非常勤 
久保田公認会計士事務所 公認会計士・

税理士 

監  事 齋藤 俊次郎 非常勤 公益財団法人加藤科学振興会 理事長 
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役職 氏名 常勤・非常勤 現職 

評 議 員 稲垣 修 非常勤 元世田谷文学館 副館長 

評 議 員 岩佐 敬昭 非常勤 独立行政法人日本学術振興会 理事 

評 議 員 大林 義博 非常勤 元軽井沢町議会 議長 

評 議 員 加藤 国美 非常勤 医療法人嘉祥会山口医院 理事長 

評 議 員 古在 由秀 非常勤 
東京大学 名誉教授 

国立天文台 名誉教授 

評 議 員 佐藤 雅義 非常勤 前軽井沢町長 

評 議 員 中島 義和 非常勤 元日本科学未来館 副館長 

評 議 員 山﨑 慶子 非常勤 

国立研究開発法人理化学研究所 統合

生命医科学研究センター 基盤技術開

発研究グループ 研究員 

評 議 員 山本 金五 非常勤 
横浜国立大学教育人間科学部附属教育

デザインセンター 主任研究員 

評 議 員 山本 雅司 非常勤 
株式会社半導体エネルギー研究所 

取締役会長 

(敬称略) 

 

■ 選考委員 

   平成 28 年 3 月 31 日 

役職 氏名 常勤・非常勤 現職 

選考委員長 北原 和夫 非常勤 
東京理科大学大学院科学教育研究科 

教授 

選考委員 伊東 良和 非常勤 元基督教独立学園高等学校 教頭 

選考委員 卜部 卓 非常勤 元東京大学地震研究所 准教授 

選考委員 手島 利夫 非常勤 江東区立八名川小学校 校長 

選考委員 二俣 泉 非常勤 東邦音楽大学 准教授 

(敬称略) 

 

6.許認可に関する事項 

該当なし 
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Ⅱ 事業の状況 

1. 教育助成事業の応募状況及び結果状況 

（単位：件、千円） 

項目 
学校 

区分 

応募 支援 

件数 件数 採択率 金額 

教育現場支援

プロジェクト 

幼稚園 3 0 0％ - 

小学校 120 7 6％ 2,415 

中学校 51 5 10％ 3,292 

高校 34 0 0％ - 

中等教育 1 0 0％ - 

合計 209 12 6％ 5,707 

加藤山崎 

奨学金 

小学校 1 0 0％ - 

中学校 45 5 11％ 150 

高校 204 87 43％ 4,350 

合計 250 92 37％ 4,500 

加藤山崎 

修学支援金 

小学校 7 2 29％ 100 

中学校 64 12 19％ 1,100 

高校 210 74 36％ 10,360 

合計 281 88 31％ 11,560 

 

（１）第 9 回教育現場支援プロジェクト 

教育現場における設備・備品の整備・充足や文化・芸術・科学に関する諸活動促進

のための物品購入支援を行う事業。全国の国公立の幼稚園・小学校・中学校・中等教

育学校・高等学校及びこれらの一貫教育校を対象に、平成 27 年 5 月中旬から 6 月下

旬まで応募を受け付け、全国各地から 209 件の応募があった。支援希望物品を大きく

6 種類に分類し、各分類ごとに選考を行った。 

選考委員による書類選考を経て、別添のとおり 12 校に物品購入支援を行った。支

援総額は、5,707 千円となった。 

 

(2)第 9 回加藤山崎奨学金 

学業全般若しくは文化・芸術・科学分野のいずれかで優秀な成績を修めている児

童・生徒が、更なる学業及び技能の向上を図ることができるよう、奨学金の給付を行う

事業。日本国内に就学する小学 5 年生・中学 2 年生・高校 2 年生を対象に、平成 27

年 5月中旬から 6月下旬まで応募を受け付け、全国各地から 250名の応募があった。 

選考委員による書類審査を経て、別添（※）のとおり 92 名に奨学金の給付を行った。

支援総額は、4,500 千円となった。 

※個人情報を含むため掲載は行わない 



公益財団法人加藤山崎教育基金 

4 

 

 (3)第 7 回加藤山崎修学支援金 

昨今の厳しい経済状況の中で、学業への強い意欲を持ちながら家庭等の事情によ

り就学が困難になっている児童・生徒に対して支援を行うことにより、学業に専心して

能力を伸ばし、日本の将来を担う若者へと成長することができるよう、卒業まで最大 3

回、奨学金の給付を行う事業。日本国内に就学する小学 4, 5, 6 年生・中学 1, 2, 3 年

生・高校 1, 2, 3年生を対象に、平成 27年 5月中旬から 6月下旬まで応募を受け付け、

全国各地から 281 名の応募があった。 

選考委員による書類審査を経て、別添(※)のとおり 88 名への給付を行った。支援総

額は、11,560 千円となった。 

※個人情報を含むため掲載は行わない 

 

 (4)第 8 回加藤山崎教育基金贈呈式 

平成 27 年 10 月 18 日、日本学士院において、第 8 回加藤山崎教育基金贈呈式を

開催した。贈呈式は、平成 27 年度に当財団の助成を受けた方を対象とし、関係者を

含め 100 名を超える参加者のもと行われた。認定証の贈呈のほか、来賓、選考委員に

よる講話や、支援対象校及び支援対象者による挨拶を頂いた。 

 

2. 人材育成事業の結果状況 

（1）人材育成研修 

①奨学金受給者のフォローアッププログラム 

名称 ： 軽井沢教室 

目的 ： 自然や科学への理解を深め、豊かな人間性や想像力を育むこと 

場所 ： 加藤山崎教育基金 軽井沢研修所 

開催期間 ： 平成 27 年 8 月 2 日～8 月 4 日 

募集期間 ： 平成 27 年 2 月 6 日～2 月 27 日 

対象 ： 加藤山崎奨学金受給者または過去に受給した者 

教育現場支援プロジェクト支援対象校の学校長より推薦を受けた者 

参加費用 ： 一人 10,000 円 

活動内容 ： 公益財団法人加藤山崎教育基金山﨑舜平理事長講演 

公益財団法人加藤山崎教育基金榊裕之理事講演 

科学実験 他 

費用 ： 1,497 千円 

 

上記内容にて、奨学金受給者のフォローアッププログラム研修を行なった。 

 

②物理オリンピック日本委員会との研修合宿の共同開催 

名称 ： 第 47 回国際物理オリンピック スイス・リヒテンシュタイン大会 



公益財団法人加藤山崎教育基金 

5 

 

日本代表候補者秋合宿 

目的 ： 国際物理オリンピックに向けて各自の技能や、日本代表候補として

の品格を高めること 

場所 ： 加藤山崎教育基金 軽井沢研修所 

開催期間 ： 平成 27 年 9 月 20 日～9 月 22 日 

対象 ： 国際物理オリンピック 2016 日本代表候補の高校生・中学生 

参加人数 ： 16 名 

活動内容 ： セミナー等 

費用 ： 263 千円 

 

物理オリンピック日本委員会との共同開催で、上記内容にて研修合宿を行なっ

た。 

 

（2）軽井沢研修所の運営 

昭和 35 年に加藤与五郎博士によって設立された軽井沢研修所の運営事業。加藤

博士が私財を用いて設立し、自ら講師として研修を行った研修所を保存するに留まら

ず、上記(1)の人材育成事業を行う場として有効活用することを目的とする。 

平成 27 年 4 月 1 日から 11 月末までを開所期間とし、大学・学会等が研修・会議・

学術講演会等を実施する場として、施設・設備の提供を行った。開所期間中の研修所

運営収入は 8,013 千円であった。 

 

Ⅲ 庶務事項 

1.役員会等に関する事項 

Ａ．理事会 

当財団の理事会を次の通り開催し、それぞれの議案を承認可決した。 

 

第 18 回理事会  

 開催日 平成 27 年 5 月 19 日 

 開催場所 「一般財団法人材料科学技術振興財団」 

 議事事項 第 1 号議案 

「平成 26 年度事業報告ならびに決算報告承認の件」 

第 2 号議案 

「6 月定時評議員会開催及び議案の件」 

 

第 19 回理事会  

 開催日 平成 27 年 9 月 2 日 

 開催場所 「一般財団法人材料科学技術振興財団」 

 議事事項 第 1 号議案 

「平成 27 年度助成三事業支援先承認の件」 
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第 20 回理事会  

 開催日 平成 27 年 11 月 26 日（書面決議） 

 議事事項 第 1 号議案 

「第 14 回評議員会（書面決議）開催承認の件」 

 

第 21 回理事会  

 開催日 平成 28 年 3 月 7 日 

 開催場所 「一般財団法人 材料科学技術振興財団」 

 議事事項 第 1 号議案 

「平成 28 年度事業計画（案）・収支予算（案）承認ならび

に教育助成事業安定化基金・研修所運営安定化基金取

崩承認の件 

第 2 号議案 

「第 15 回評議員会開催及び議案の件」 

 

Ｂ．評議員会 

当財団の評議員会を次の通り開催し、それぞれの議案を承認可決した。 

 

第 13 回評議員会  

 開催日 平成 27 年 6 月 11 日 

 開催場所 「一般財団法人材料科学技術振興財団」 

 議事事項 第 1 号議案 

「平成 26 年度事業報告ならびに決算報告承認の件」 

第 2 号議案 

「評議員改選、退任および選任の件」 

 

第 14 回評議員会  

 開催日 平成 27 年 11 月 27 日（書面決議） 

 議事事項 第 1 号議案 

「評議員の退任及び選任の件」 

 

第 15 回評議員会  

 開催日 平成 28 年 3 月 17 日 

 開催場所 「一般財団法人材料科学技術振興財団」 

 議事事項 第 1 号議案 

「理事定数変更の件」 

第 2 号議案 

「監事退任及び選任の件」 

第 3 号議案 

 「評議員選任の件」 
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Ｃ．選考委員会 

第 7 回選考委員会  

 開催日 平成 27 年 8 月 6 日 

 開催場所 「一般財団法人材料科学技術振興財団」 

 議事事項 Ⅰ 平成 26 年度支援結果について 

Ⅱ 各プロジェクトの予算と応募状況について 

Ⅲ 助成 3 事業選考 

 

 

2.理事・監事・評議員及び選考委員の就退任に関する事項 

理事 

・就任 平成 28 年 3 月 17 日 髙木 展郎 氏 

・退任 平成 27 年 12 月  11 日 山本 幸助 氏 

     

監事 

・就任 平成 28 年 3 月 17 日 齋藤 俊次郎 氏 

・退任 平成 28 年 1 月 18 日 新井 裕 氏 

     

評議員 

・就任 平成 27 年 6 月 17 日 山﨑 慶子 氏 

・就任 平成 27 年 12 月 9 日 岩佐 敬昭 氏 

・就任 平成 28 年 3 月 17 日 大林 義博 氏 

・退任 平成 27 年 12 月 9 日 渡邊 淳平 氏 

    

選考委員 

・退任 平成 28 年 3 月 17 日 髙木 展郎 氏 
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<別添> 

第 9 回教育現場支援プロジェクト助成先一覧 

都道府県 学校名 支援内容 支援金額 

青森県 八戸市立白山台中学校 大型液晶テレビ一式 ¥599,999 

岩手県 岩泉町立小本小学校 理科備品一式 ¥500,000 

岩手県 岩泉町立小本中学校 体育用具一式 ¥1,000,000 

岩手県 大船渡市立赤崎中学校 印刷機 ¥594,000 

宮城県 美里町立南郷小学校 体育館用ロングマット及び運搬車 ¥279,000 

宮城県 東松島市立矢本第二中学校 スクリーン一式 ¥648,000 

福島県 飯舘村立飯舘中学校 アルミ網戸工事 ¥450,000 

神奈川県 相模原市立桂北小学校 学校図書一式 ¥484,164 

静岡県 下田市立稲梓小学校 音楽室の床の貼り替え ¥298,512 

愛知県 武豊町立武豊小学校 パソコン用いす ¥118,501 

熊本県 上天草市立中南小学校 トイレ洋式取替工事 ¥220,000 

沖縄県 石垣市立大本小学校 草刈り機 ¥515,000 
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事業報告附属明細書 

 

 平成 27 年度事業報告には「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第

34 条第 3 項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」に該当の事項

はありません。 


